                                                冬の上高地 探訪 （オフ会）                      

（日程）

    ０１年３月１６日（金、業後）～ １７日（日）

（テーマ）                            

  釜トンネルを歩行し、バックカントリースキーで静寂なる冬の上高地に挑む。 

（参加者）

    松広昭彦、稲葉俊朗、森永秀平、畠田修 （記）  以上 上高地狂４人のオフ会

（行程記録）

 １６日（金）中野寮出発20:40 → しるふれい着0:15 → 就寝2:00

 １７日（土）しるふれい発6:45 釜トン発歩行開始7:20 → 釜トン通過7:45 →スキー歩行開始8:40 →（アルバイト有） 

   穂高橋着10:20 → 河童橋着11:20 発 12:40 → 穂高橋着13:20 → 大正池南岸着14:20 → 釜トン入口（中の湯）着 

   15:15 → しるふれい着15:50 

 １６日（金）中野寮に集合。イネに事前に弁当を購入してもらい、寮で泡飲みながら松広の到着を待つ。

    松広が到着次第出発し、松広には車内で食べてもらう。→ 少しでも時間をセーブするため。松広は泡を片手に昨夜

    飲んだ帰り牛丼食った、連荘だ！ あーっ、明日の昼食もおれ牛丼だった！ と喜びながらご機嫌での車中。ぼくは、

    ウィスキーをちびちびやり稲葉に安全運転を祈願する。秀平は、相変わらずよくしやべっており、稲葉の眠気防止に

    一役買っている。    さて、新島々から、いよいよ気持ちの悪いトンネルの続く谷へ入り、風景とは逆に大いに気分

    の高まる上キチ４人。しるふれいに到着し、風呂に入って、明日の無事を祈り泡をたくさん飲んで就寝。

１７日（土） 

 5時４５分：起床。松広飲み過ぎでむかつくも朝食を摂ったら回復 → 変な奴。

 ６時４５分：しるふれい出発（後発控え予約時間厳守）。主人に釜トン入口まで送って送ってもらう。

 ７時２０分：釜トン歩行開始。いきなり青みがかった巨大な氷柱に合い撮影。工事車両が通る為、中は排気ガスでくさい。ところどころ凍結個所があるが、当日は温度も高く、アイゼンは不要。中はかなりの傾斜になっている。

 ７時４５分：つららの落下を受けることもなく、酸欠で倒れることもなく無事通過。トンネルでた車道は完璧に凍結しており、他のパーティーでは早速アイゼンを着用する（山の豆知識参照）。 焼け岳は、完全に姿を見せており、大いに穂高が見えることを期待させる。第２カーブを曲がったあたりで望めるハズだ。ぼくは、足が速くなった。

 見えた！！ 稜線まで穂高連峰全容が見えた。青空ではないが、薄曇りのなか、きれいに見えた。雪を纏った穂高は、

 とてもやさしい姿だった。夏は「来るな、近寄るな」という表情だが、冬は「ようこそ見にきてくれたね」と言っているようだった。みな感動した。 

 ８時１５分：大正池ホテルに到着。ホテルの半分は雪で埋まっている。他のパーティーもスノーシューに履き替えたり

 バックカントリー歩行に切り替えている。ぼくらもスキーを装着する。秀平は初めての歩くスキー、しかもアルペンもやらないため、かなり難儀してのスタート。 ほのかに薄日が差し、無風で暖かい。静寂そのものの世界。

 ぼくがトップでルートファインディングをしながら進むが、まさかのクレバス！！ （といっても沢なのだが）

（実は２回目で、一度は沢に行く手を阻まれ、少しだからよかったが引き返した）

 これはスキーでは無理だと、スキーとリュックを対岸に放り投げ、空身で飛び越える。なんとか渡れるほどに積雪があったが、もう少し雪が少ないと大変な後戻りを強いられていたろう。秀平は、恐い恐いといいながら、なかなか飛び越える勇気がわかず、秀平頑張れ！！、と助走体制をとり、なんとか対岸にしがみつく！！  （イネが、バーチカルリミットみたいと喜ぶ、そして賢がいたら、なんども行ったり来たりして喜びそうだ、と・・）

 みな渡りきったところで、別方向からのパーティー発見（間違ったルートであったことを認識）。渡れはしたが、やはり

 我がルートはかなりのアルバイトだったぁぁ。  

 １０時２０分：ようやく穂高橋に到着。アルバイトのためかなり長かった。 去年の１１月ここから、下山して紺碧の空

 に映える穂高を仰いだのを思い出す。さて、河童橋まであと少し。そのまま梓川東岸を川沿いに進む。秀平は、かなり

 疲労しており、イネが後ろからしっかりサポートしている（岳友松広くんは、もう昼食のことしか頭になく、クロカンの機動力はすごい、とトレースなき雪道を突き進む）

 １１時２０分：河童橋到着。何組かのパーティーが静かに、昼食を取っている。ここが、河童橋かと思うほど静寂につつまれ、穂高は白くやさしい表情を見せている。ベンチに座り、昼食開始。 さすがに、今日は、秀平の泡を取って飲もうという気になれず、雪に埋めて冷やした泡を忘れるといけないので、秀平に「泡忘れるな」と注意を喚起して、お礼に一口ごっくん、といただいた。

 １２時４０分：アイリッシュティー／コーヒーを満喫し、河童橋をあとにする。戻りは、橋を渡り西岸を通る。河童橋

 渡ってすぐ、「はたけださ～ん」と呼び声に振り向くと、しるふれいのおやじさん。客をガイドするので会うかも知れないね、と出発前に言っていたがここで会った。普通は人だかりのウエストン碑の前で、ゆっくり記念写真、そして普段は気づかなかったが梓川対岸に六百山と霞沢岳の荒々しい姿が見えた。あっという間に穂高橋に到着。

 秀平もスキーに慣れたのと昼食での体力回復もあって、順調で滑走も出来るほどになった。途中、梓川に降りて、お茶を飲み（やはりアイリッシュだが・・）、静かなひとときを味あう。雪が降ってきたが、無風で寒くない。ここにも、

 春が近い気配を感じる。イネがトップで往路のルートに入らぬよう、慎重にトレースを追いながら、大正池を目指し

 田代池分岐まですぐに着いた。そして下は水でこけたらチャポンの木道を慎重に歩み、大正池ホテルに無事到着。最後、車道までの山肌をこれぞバックカントリースキーの醍醐味とばかり、スキー底についたステップカットのグリップを効かせて一気に駆け上がる。

１５時１５分：釜トンを抜け中の湯（卜伝の湯）に到着。

１５時５０分：迎えに来てもらい、しるふれいに到着。玉砂利を敷き詰めた気持ちのよい風呂に浸かり、泡を飲んで冬の

 上高地山行をおえ、１７時００分 一路東京へ。

（トピックス）

· 早朝、しるふれいの庭先にカモシカがいた。

· 松広は、釜トンを自転車で通った経験がある。同じチャリ部でも某君の菜の花畑専門チャリ部とは違うようだ。

なんとなく早稲田と青学の違いが活動にも出ているようだ。

· 松広は、リュックにスキー板を括り付けるサイドストラップがなく、手持ちでは歩行が不安定なため、結局やさしいイネが強力よろしく、二人分背負うことになった。 

· 秀平にはちょっと酷なツアーだった。なんせアルペンもやらないうえ練習時間も与えずヘビーツーリング用の安定したスキーと靴を借りてやったとはいえ、いきなりスキーを履いてロングツーリングを強いられた。ごめん、ごめん。

· 秀平の昼食はこっていた。レバーペーストとか何やら高そうなパンと洋物だった。一方 松広は、牛丼とラーメンと

ソーセージ、さば缶 と…。 イネはしきりに秀平のレバーペーストを盗み食いしていた。

· 秀平はよくしゃべるのでイネの運転眠気さましに最適なのだが、肝心な復路では疲労のためその役目を果たさなかった。

· ぼくら全員ヘルメット装着（つらら落下と滑って転倒した際のため）して釜トン歩行したが、アルピニストというより作業員のようだった。（ただ、イネはアルペン競技用メットだったが作業員どころかもっとアンバランスだった）

· 大正池から梓川沿いに下るルートを取っているパーティーがいたが、一体どこにでるのかと思って、帰ってしるふれいのおやじに聞いたら、釜トン中腹に出るとのこと。これは、ガイドツアーの秘密の道らしいが、常連のぼくには教えてくれた。途中一個所雪崩そうな所があるが凍結した車道を通らず良さそうだが、雪が多い時でないと梓川を渡れないとのこと（行くならしるふれいで事前確認した方がよい）。

（山の豆知識）

· アイゼン考 ： 雪山で樹林帯や積雪のところで装着している人を見かけるが、装着不要と考える。むしろ、雪が団子に

なったり（団子防止プレートがあるが）、ツアッケ（アイゼンの歯）をひっかけることもある。持論だが、アイゼンは

凍結して歩行困難な場所（釜トン出口以降の凍結路は妥当だが、ストックで歩行可能）、滑落してしまう場所で使用した方がよい。それもツアッケをひっかけて自分で転ぶこともある。必要な個所で必要なものを使うべきで（もちろん携帯することは必要だが）、最近の登山者を見ていると、足元もいいのにスパッツ付けていたり、平坦な雪道や樹林帯でアイゼン履いていたり、熊も出ないところで半鐘のような鈴鳴らしながら歩いたり（これは実にうるさくて迷惑、飾りならもっと音の小さいやつにして欲しい）。

· 釜トンは、ほぼ内壁加工（一部岩盤むきだしでつららが牙をむいているが）されており、つららの頭部直撃リスクはない。ヘルメットは不要。ヘッドラは、停電リスクがあるため当然必携。

· スノーシュー（あれは何が楽しいのだろう？ イネ・ぼく同意見）。 つぼ足で歩けない所は日本のワカンがあるじゃないか！ → こういう発想が大学山岳部員減少に拍車をかけ流行から益々遅れることになるが、本質を見る目の鋭さは養われるのだ。

· イネ談：バックカントリースキー（クロカンやテレマーク、ネイチャースキー）は、歩く滑る登るという極限を追求しており、スキーとしては完成されたものだ。松広談：クロカンの機動性には恐れいった。ぼくの妻談：クロカンはあんたにぴったし。カネかからん、リフト待ちなし、雪さえあればどこでも出来る・・。

（総括）

  一度は行ってみたかった冬の上高地。 そこは、本当に山と自然そして雪を愛する者だけの世界と変わっていた。賑や

  かな河童橋も梓川のせせらぎと小鳥の声が聞こえるのみ、そして雪を纏った穂高は、その岩肌を隠し、やさしく穏やか

  な表情をしていた。一人で訪れた上高地から仰ぐ穂高を見て山を始めたイネ、釜トンを自転車で登り青春の汗を清らか

  な梓川に残してきた松広、年間数度も訪れる程スーパー上高地狂の秀平、そして裏銀座縦走の最後槍からよれよれにな

  って辿り着いた当地、九州の薮山しか知らないぼくにとってここはあまりに美しく別世界であった山デビューの遠い昔。

  それぞれが多くの思い出を持ち、初めて冬の上高地に足を踏み入れた。

                                                                                                   おしまい

